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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】 　 送 信 器 出 力 （ Ｔ ｏ ） 及 び 受 信 器 入 力 （ Ｒ ｉ ） を そ れ ぞ れ 介 し て ア ン テ ナ 手
段 （ Ａ Ｎ Ｔ ） に 接 続 さ れ た 送 信 器 （ Ｔ ） 及 び 受 信 器 （ Ｒ ） を 備 え 、 か つ 、 受 信 器 入 力 （ Ｒ
ｉ ） で の 送 信 リ ー ク 信 号 （ Ｖ １ ） を 減 少 さ せ る た め の 信 号 較 正 手 段 （ Ｃ ） で あ っ て 、 送 信
器 出 力 （ Ｔ ｏ ） に 接 続 さ れ た 送 信 信 号 基 準 入 力 を 有 す る 信 号 較 正 手 段 （ Ｃ ） を 備 え た 通 信
装 置 に お い て 、
　 信 号 較 正 手 段 （ Ｃ ） は 、 送 信 リ ー ク 信 号 （ Ｖ １ ） を 選 択 的 に 増 幅 す る 送 信 リ ー ク 信 号 選
択 的 増 幅 手 段 （ Ａ ） と 、 受 信 器 入 力 （ Ｒ ｉ ） に 接 続 さ れ て い る 送 信 リ ー ク 信 号 入 力 と 、 該
送 信 リ ー ク 信 号 入 力 に 接 続 さ れ 、 受 信 器 入 力 （ Ｒ ｉ ） で 発 生 す る 送 信 リ ー ク 信 号 （ Ｖ １ ）
の 負 帰 還 経 路 を 形 成 す る 送 信 リ ー ク 信 号 出 力 と を 備 え て い る
こ と を 特 徴 と す る 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】 　 請 求 項 １ 記 載 の 通 信 装 置 に お い て 、 送 信 リ ー ク 信 号 選 択 的 増 幅 手 段 （ Ａ ）
は 、 入 力 が 送 信 出 力 （ Ｔ ｏ ） に 接 続 さ れ て い る 位 相 ス プ リ ッ タ で あ っ て 、 送 信 信 号 の 同 相
成 分 及 び 直 交 位 相 成 分 （ Ｉ ， Ｑ ） を そ れ ぞ れ 第 １ 及 び 第 ２ の 復 調 器 （ １ ， ２ ） の 基 準 信 号
入 力 と 、 第 １ 及 び 第 ２ の 変 調 器 （ ７ ， ８ ） の 搬 送 波 信 号 入 力 と に 供 給 す る 位 相 ス プ リ ッ タ
（ １ ０ ） を 含 み 、 第 １ 及 び 第 ２ の 復 調 器 （ １ ， ２ ） は 、 受 信 機 入 力 （ Ｒ ｉ ） に 接 続 さ れ た
信 号 較 正 手 段 （ Ｃ ） の 送 信 リ ー ク 信 号 入 力 （ Ｔ １ ） と 共 通 の 送 信 リ ー ク 信 号 入 力 を 備 え 、
か つ 、 第 １ 及 び 第 ２ の 低 域 通 過 フ ィ ル タ （ ３ ， ４ ） を そ れ ぞ れ 介 し て 第 １ 及 び 第 ２ の 変 調
器 （ ７ ， ８ ） の 変 調 信 号 入 力 へ 接 続 さ れ た 出 力 を 有 し 、 こ れ ら 変 調 器 （ ７ ， ８ ） の 出 力 は
、 第 １ 及 び 第 ２ の 復 調 器 （ １ ， ２ ） の 送 信 リ ー ク 信 号 入 力 に 共 に 接 続 さ れ 、 位 相 反 転 手 段
（ ９ ） が 、 送 信 リ ー ク 信 号 選 択 的 増 幅 手 段 （ Ａ ） の 信 号 経 路 に 備 え ら れ て い る こ と を 特 徴
と す る 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】 　 請 求 項 ２ 記 載 の 通 信 装 置 に お い て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 変 調 器 （ ７ ， ８ ） は そ
れ ぞ れ 、 出 力 が 、 受 信 器 入 力 （ Ｒ ｉ ） 並 び に 第 １ 及 び 第 ２ の 復 調 器 （ １ ， ２ ） の 送 信 リ ー
ク 信 号 入 力 に 共 に 接 続 さ れ て い る 相 互 コ ン ダ ク タ ン ス 増 幅 手 段 （ ７ ’ ， ７ ” ， ８ ’ ， ８ ”
） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】 　 請 求 項 １ ～ ３ い ず れ か に 記 載 の 通 信 装 置 に お い て 、 送 信 リ ー ク 信 号 選 択 的
増 幅 手 段 （ Ａ ） は 、 選 択 さ れ た 送 信 リ ー ク 信 号 （ Ｖ １ ） の 振 幅 に 依 存 す る 、 非 線 形 の 入 力



信 号 増 幅 を 提 供 す る こ と を 特 徴 と す る 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】 　 請 求 項 ４ 記 載 の 通 信 装 置 に お い て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 低 域 通 過 フ ィ ル タ （ ３
， ４ ） と 第 １ 及 び 第 ２ の 変 調 器 （ ７ ， ８ ） と の 間 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た デ ッ ド ゾ ー ン 制 御
手 段 （ ５ ， ６ ） で あ っ て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 低 域 通 過 フ ィ ル タ （ ３ ， ４ ） か ら の 所 定 の 第 １
及 び 第 ２ の ス レ シ ョ ル ド レ ベ ル （ ＋ Ｖ ｔ ｈ ， － Ｖ ｔ ｈ ） の 間 の 範 囲 内 の 出 力 信 号 の 振 幅 変
動 に 対 し て 不 感 帯 を 持 つ ベ ー ス バ ン ド 変 調 信 号 の 同 相 成 分 及 び 直 交 位 相 成 分 を 提 供 す る デ
ッ ド ゾ ー ン 制 御 手 段 （ ５ ， ６ ） を 備 え 、 ベ ー ス バ ン ド 変 調 信 号 の 同 相 成 分 及 び 直 交 位 相 成
分 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 低 域 通 過 フ ィ ル タ （ ３ ， ４ ） そ れ ぞ れ の 出 力 信 号 の 第 １ 及 び 第 ２ の
ス レ シ ョ ル ド レ ベ ル 間 の 範 囲 を 越 え る 振 幅 変 動 に 関 し て 、 振 幅 変 動 を 生 じ る こ と を 特 徴 と
す る 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】 　 請 求 項 ５ 記 載 の 通 信 装 置 に お い て 、 不 感 帯 が 受 信 器 入 力 の 最 大 電 圧 に よ っ
て 決 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】 　 請 求 項 １ ～ ６ い ず れ か に 記 載 の 通 信 装 置 に お い て 、 第 １ の 段 及 び 第 ２ の 段
（ Ｄ Ｆ Ｔ ， Ｄ Ｆ Ｒ ） を 有 す る デ ュ プ レ ッ ク ス フ ィ ル タ （ Ｄ Ｆ ） を 備 え 、 送 信 器 出 力 （ Ｔ ｏ
） が 、 第 １ の 段 （ Ｄ Ｆ Ｔ ） を 通 し て ア ン テ ナ 手 段 （ Ａ Ｎ Ｔ ） に 接 続 さ れ 、 該 ア ン テ ナ 手 段
（ Ａ Ｎ Ｔ ） が 、 第 ２ の 段 （ Ｄ Ｆ Ｒ ） を 通 し て 受 信 器 入 力 （ Ｒ ｉ ） と 信 号 較 正 手 段 （ Ｃ ） の
送 信 器 信 号 基 準 入 力 （ Ｔ １ ） と に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】 　 請 求 項 １ ～ ７ い ず れ か に 記 載 の 通 信 装 置 に お い て 、 ア ン テ ナ 手 段 （ Ａ Ｎ Ｔ
） と 信 号 較 正 手 段 （ Ｃ ） の 送 信 リ ー ク 信 号 入 力 （ Ｔ １ ） と の 間 に 接 続 さ れ た 減 衰 器 （ Ａ Ｔ
Ｔ ） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】 　 請 求 項 ５ ～ ８ い ず れ か に 記 載 の 通 信 装 置 に お い て 、 デ ッ ド ゾ ー ン 制 御 手 段
（ ５ ， ６ ） は 、 ベ ー ス バ ン ド 変 調 信 号 の 同 相 成 分 及 び 直 交 位 相 成 分 を 、 正 及 び 負 の 同 相 成
分 並 び に 正 及 び 負 の 直 交 位 相 成 分 に 分 割 す る た め の 手 段 を 含 み 、 こ れ ら 成 分 の 振 幅 変 動 成
分 が 、 第 １ 及 び 第 ２ の 変 調 器 （ ７ ， ８ ） に 含 ま れ る 可 変 相 互 コ ン ダ ク タ 増 幅 器 （ ７ ’ ， ７
” ， ８ ’ ， ８ ” ） の 入 力 を 制 御 す る た め に 供 給 さ れ 、 そ の 出 力 が 、 位 相 反 転 手 段 を 通 し て
信 号 較 正 手 段 （ Ｃ ） の 送 信 リ ー ク 出 力 （ Ｔ １ ） に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 通 信 装
置 。
【 請 求 項 １ ０ 】 　 請 求 項 ５ ～ ８ い ず れ か に 記 載 の 通 信 装 置 に お い て 、 デ ッ ド ゾ ー ン 制 御 手
段 （ ５ ， ６ ） は 、 ベ ー ス バ ン ド 変 調 信 号 の 不 感 帯 の 同 相 成 分 及 び 直 交 位 相 成 分 を 、 正 及 び
負 の 同 相 成 分 並 び に 正 及 び 負 の 直 交 位 相 成 分 に 分 割 す る た め の 第 １ 及 び 第 ２ の 同 相 信 号 ス
プ リ ッ タ 、 並 び に 第 １ 及 び 第 ２ の 直 交 位 相 信 号 ス プ リ ッ タ を 含 み 、 こ れ ら 正 及 び 負 の 成 分
は そ れ ぞ れ 、 第 １ 及 び 第 ２ の 変 調 器 （ ７ ， ８ ） の 第 １ の 可 変 相 互 コ ン ダ ク タ 増 幅 器 （ ７ ’
， ８ ’ ） の 入 力 を 制 御 す る た め に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 位 相 反 転 手 段 を 通 し て 、 第 １ 及 び 第 ２
の 変 調 器 （ ７ ， ８ ） の 第 ２ の 可 変 相 互 コ ン ダ ク タ 増 幅 器 （ ７ ” ， ８ ” ） に 供 給 さ れ 、 第 １
の 可 変 相 互 コ ン ダ ク タ 増 幅 器 （ ７ ’ ， ８ ’ ） の 出 力 、 及 び 第 ２ の 可 変 相 器 コ ン ダ ク タ 増 幅
器 （ ７ ” ， ８ ” ） の 出 力 が 、 第 ３ 及 び 第 ４ の 位 相 反 転 手 段 を 通 し て 、 信 号 較 正 手 段 （ Ｃ ）
の 送 信 リ ー ク 出 力 （ Ｔ １ ） に 結 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 通 信 装 置 。
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